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I. 佐野市の概要 

I-(1).佐野市の人口動態 

I-(1)-1.佐野市の人口の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の人口の推移対比 

 

 

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

・佐野市の 2016年 1月 1日時点の人口は、119,070人であり、前年より 0.8%減少している。栃木県は 0.4%減のた

め、県の平均よりも人口が減少していることがわかる。なお人口は栃木県 5位である。 

・特にこの 10年間は、人口の減少幅も徐々に拡大している。 



I-(1)-2.佐野市の高齢化率の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の高齢化率の推移対比 

 

 

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

 

・佐野市の 2010 年度の高齢化率(65 歳以上の割合)は 24.2%で、全国平均より高かった。また栃木県全体は 21.8%

のため、県内平均よりも高齢化が進んでいる。 

・このまま高齢化が進んだ場合、2040年には 37.0%まで上昇し、3人に 1人以上が高齢者になると見込まれる。 



I-(1)-3.佐野市の年代別人口増減と転入転出状況 

 

 

 

 

図表：人口増減[上]/ 地域ブロック別純移動数[下] 

 

  

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・佐野市は 1995 年から生産年齢が減少しており、その減少幅は拡大し続けている。また、老年人口は増え続けているが、

2025年には増加から減少に転じると考えられ、総人口の減少はほぼ避けられない状態である。 

・栃木県全体は、転入より転出、特に東京圏への転出が多い。また近年の傾向として、北関東からの転入が増えてきた。 



 

 

 

 

図表：佐野市の年齢階級別純移動数[上] /佐野市の From-to分析(2014年)[下] 

 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・2012 年、2013 年は転入の方が多かったが、2014 年に一気に転出が増えた。特に、15-64 歳の生産年齢層の転出が

際立って増加した。いっぽうで、0-14 才と、65 歳以上は転入のほうが多い傾向が続いている。転入元の上位 7 位が県外で

あることは、他市町と比べて非常に珍しい。転出先は足利市が最も多いが、残りの 9自治体は全て県外である。 



I-(2).佐野市の経済概要 

I-(2)-1.佐野市の地域経済循環状況 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の地域経済循環図比較 

 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・生産（付加価値額）を分配（所得）で除した地域経済循環率は、地域経済の自立度を示しており、値が低いほど他地

域から流入する所得に対する依存度が高い。佐野市の地域経済循環率は 94.4%と、栃木県全体の 100.2%よりも低くな

っている。民間消費の流入は高いが、その他支出で、519億円が県外に流出している。 



I-(2)-2.佐野市の産業別経済循環と生産状況(2010年) 

 

 

 

 

付加価値額（一人当たり）  

第１次産業 第２次産業 第３次産業 

佐野市：付加価値額（一人当たり） 211万円 702万円 718万円 

栃木県：付加価値額（一人当たり） 255万円 962万円 805万円 

所得（一人当たり）  

雇用者所得 その他所得 

佐野市：所得（一人当たり） 371万円 175万円 

栃木県：所得（一人当たり） 432万円 183万円 

支出流出入率  

民間消費 民間投資 その他支出 

佐野市：支出流出入率 15.3％ -14.6％ -51.6％ 

栃木県：支出流出入率 -7.3％ -9.2％ 28.2％ 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者作成 

 

■産業別生産額の対比 

 

 

図表：産業構成の割合：生産額（総額） 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・佐野市は栃木県平均と比べ、3次産業の生産額の割合が高くなっている。 

・佐野市は栃木県の平均に比べ、一人あたりが生み出す付加価値額が全産業で低くなっている。また、雇用者所得も県の

平均に比べて低くなっている。民間消費の支出流出入率はプラス 15.3%と、外貨を稼ぐ力がある為、流入してきたお金を域

内循環させる仕組みの整備が急務といえる。 



 

■2次産業と３次産業内の生産額の割合 

 

 

図表：2次産業の生産額の割合 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

 

 

図表：3次産業の割合 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋  

・2次産業の生産額は、建設業や食料品によるものが高い。一方、電気機械や輸送用機械は平均より低い。 

・３次産業では県平均に比べて運輸・通信業の生産額の割合が低く、卸・小売や、不動産による生産割合が高い。 



I-(2)-3.佐野市の産業別就業者の割合(2010年) 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の産業/業種別就業者の割合 

 
出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

・佐野市は栃木県全体に比べて、2次産業の就業者の割合が 3.9%高く、3次産業の就業者の割合は 1%低くなっており、

比較的２次産業が盛んであることが分かる。 

・なお、2次産業では製造業の従業者が最も多く(27.6%)、3次産業では卸・小売業が最も多い(16.4%)。 



I-(2)-4.佐野市の産業別売上金額の割合(2014年) 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の産業（大分類）ごとの売上金額割合 

 

 

出典：総務省『経済センサス‐基礎調査_平成 26年』より筆者作成 

 

※D 建設業 F 電気・ガス・熱供給・水道業 G 情報通信業 H 運輸業，郵便業 J 金融業，保険業 O 教育，学習

支援業 Q 複合サービス事業 R サービス業（他に分類されないもの）は必要な数値の統計が存在しないため対象外 

47.4%

40.0%

3.6% 3.4%

2.2% 1.9% 1.1% 0.3% 0.2%

E 製造業

I 卸売業，小売業

N 生活関連サービス業，娯楽業

P 医療，福祉

M 宿泊業，飲食サービス業

K 不動産業，物品賃貸業

L 学術研究，専門・技術サービス業

C 鉱業，採石業，砂利採取業

A～B 農林漁業

50%

31%

9%

4%

3%
2% 1% 0% 0% E 製造業

I 卸売業，小売業

P 医療，福祉

L 学術研究，専門・技術サービス業

N 生活関連サービス業，娯楽業

M 宿泊業，飲食サービス業

K 不動産業，物品賃貸業

A～B 農林漁業

C 鉱業，採石業，砂利採取業

・2014 年、佐野市で最も売上を上げたのは製造業で、全体の 47%の売上を占めている。その次には卸売業・小売業が

40.0%で続いており、この 2産業の割合の合計が非常に高い。 

佐野市 

栃木県 



I-(2)-5.佐野市の 1人あたりの産業別売上金額の割合(2014年) 

 

 

 

 

図表：佐野市[上]と栃木県[下]の産業（大分類）ごとの従業者１人あたり売上割合 

単位：万円 

 

 

出典：総務省『経済センサス‐基礎調査_平成 26年』より筆者作成 

 

※D 建設業 F 電気・ガス・熱供給・水道業 G 情報通信業 H 運輸業，郵便業 J 金融業，保険業 O 教育，学習

支援業 Q 複合サービス事業 R サービス業（他に分類されないもの）は必要な数値の統計が存在しないため対象外 

5,585 

3,170 
2,490 

1,653 

1,270 

907 

610 
529 439 C 鉱業，採石業，砂利採取業

I 卸売業，小売業

E 製造業

K 不動産業，物品賃貸業

N 生活関連サービス業，娯楽業

L 学術研究，専門・技術サービス

業
P 医療，福祉

A～B 農林漁業

M 宿泊業，飲食サービス業

4,309 

3,678 

2,617 

2,564 

1,817 

1,604 

1,600 

1,297 

478 

E 製造業

I 卸売業，小売業

L 学術研究，専門・技術サービス業

C 鉱業，採石業，砂利採取業

P 医療，福祉

N 生活関連サービス業，娯楽業

K 不動産業，物品賃貸業

A～B 農林漁業

M 宿泊業，飲食サービス業

・2014年、佐野市で一人当たりの売上高が最も高かった産業は、鉱業、砕石業、砂利採取業(5,585万円)であったが、5

事業所、49 人によるデータのため、イレギュラーの要素が強く、考察順位は低い。いっぽう、販売金額では 1 位であった製造

業が、県平均と比べて 1,800万円も低い点を着目すべきで、重点的な振興策の実施が求められる。 

佐野市 

栃木県 



I-(2)-6.佐野市の産業別特化係数(製造業) 

 

 

 

 

 

図表：佐野市の産業別特化係数 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

 

※特化係数：域内のある産業の比率を全国の同産業の比率と比較したもの。1.0 を超えていれば、当該産業が全国に比べて

特化している産業とされる。労働生産性の場合は、全国の当該産業の数値を 1 としたときの、ある地域の当該産業の数値。 

 

※労働生産性＝付加価値額（企業単位）÷従業者数（企業単位） 

 

 

 

 

 

 

  

・付加価値額と従業者数の特化係数については、木材・木製品製造業、窯業・土石製品製造、プラスチック製品製造業な

ど、計 10業種が、全国平均に比べて上回っている。 

・いっぽうで、労働生産性は電気機械器具製造業以外のすべての業種で全国より下回っている。 

以降は 

Ⅱ.第 1次産業 

Ⅲ.第 2次産業 

Ⅳ.第 3次産業 

の順に佐野市の現状を確認していく 



II. 佐野市の第 1次産業 

II-(1).佐野市の農産物の販売額 

 

 

 

 

図表：佐野市の農産物の販売金額(総額、経営体当たり) と農産物金額帯別の経営体の割合 

   

 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・2005年(480,325万円)と比べ、2010年(377,750万円)農産物の販売総額は 22%ほど減少した。経営体当たりの

販売金額は横ばいだが、同様に従業者数が減っている栃木県および全国平均では、販売金額が上昇している。また、2010

年の栃木県の平均 518万円に対し、佐野市は 247万円と、そもそもの金額が低くなっている。 

佐野市 

栃木県 

全国平均 

佐野市 

栃木県 

全国平均 

佐野市 栃木県 全国平均 



II-(2).佐野市の農林水産業 

 

 

 

図表：佐野市の農林水産業の基本指標 

 

出典：農林水産省『わがマチ・わがムラ』より筆者抜粋 

 

 

 

 

 

図表：佐野市の農業部門別の産出額・販売農家数 

 

出典：農林水産省『わがマチ・わがムラ』より筆者抜粋 

・佐野市の耕地面積率は 11.9%と全国平均水準であるが、栃木県の平均は下回っている。林野面積率は 61.3%と県内

平均を上回っているが、逆に全国平均を下回っている。 

・販売農家数は米が 1400戸で 1位、2 位の野菜 357 戸である。いっぽうで、産出額では野菜が 1 位となっている。ただ、

1次産業の従業者が県内平均から少なく、全体的には、大規模な経済的寄与は難しいと考えられる。 



III. 佐野市の第 2次産業 

III-(1).佐野市の工業動向 

 

III-(1)-1.佐野市の工業製品出荷額の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の工業製造品出荷額等の推移 

 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

III-(1)-2.佐野市の工業従業者の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の工業従業者数の推移 

 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

 

 

・この 25 年間、栃木県全体がほぼ横ばいで推移しているのに対し、佐野市は徐々に出荷額が落ち込んでいる。ただ、2008

年秋のリーマンショックで落ち込んだ出荷額も、東日本大震災の際には影響をそこまで受けなかったため、ここ 3年は回復傾向

にある。 

・この 25年間で、栃木県も佐野市も緩やかに従業者が減少している。どちらも 2007年付近に一度盛り返したが、そこからま

た減少の一途を辿っている。 

佐野市 栃木県 

佐野市 栃木県 



III-(1)-3.佐野市の工業粗付加価値額の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の粗付加価値額の推移 

 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

III-(1)-4.佐野市の 1人あたりの粗付加価値額の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の 1人当たり粗付加価値額の推移 

 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

 

III-(2).佐野市の業種別工業動向 

工業統計表をもとに、業種ごとの項目を分析する。なお、製品出荷額や付加価値額、給与総額が不明な業種は本分析対

象から除外している。 

  

・粗付加価値額も出荷額等と同様、ここ 3 年は増加傾向に転じている。栃木県全体も 2012 年～2014 年にかけて上昇

している。 

・出荷額と連動していることから、原材料や仕入原価などの変動費といった外部環境に原因があるとは考えづらい。 

・2014年の 1人当たりの粗付加価値額は、佐野市が 1,185万円に対し、栃木県は 1,496万円だった。 

・全国と比べても 2012～2014年にかけて 70～85%程を推移している。今まで一度も全国平均の水準に達していないこと

から、労働生産性を改善するような施策が急務といえる。 

佐野市 栃木県 

佐野市 栃木県 



III-(2)-1.佐野市の工業製造品出荷額等の推移 

   

 

 

 

図表：佐野市_工業製造品出荷額等(2012年) 

                   単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

図表：佐野市_製造品出荷額等(2013年)                    

単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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・2012 年は食料品製造業の出荷額が 610 億円を超え、輸送用機械器具製造業(478 億円)、プラスチック製品製造業

(399億円)、窯業・土石製品製造業(290億円)、電気機械器具製造業(248億円)がそれに続いていた。 

・2013 年は、上位５業種の順番に変化は無かった。上位３業種は金額もほぼ横ばいだったが、窯業・土石製品製造業

(358億円)が約 70億円増加、電気機械器具製造業(340億円)が約 90億円増加と、大幅に上昇した。 

 



 

 

 

図表：佐野市_製造品出荷額等(2014年)                    

単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表：cf.栃木県_製造品出荷額等(2014年)                   

単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成  
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『総評』 

・出荷額では、食料品製造業と輸送用機械器具製造業が安定して高かった。 

 

・また、窯業・土石製品製造業は 2年間で約 180億円も出荷高が上昇したため、今後の伸長にも期待が持てる。 

 

・もちろん、プラスチック製品製造業、電気機械器具製造業も安定した業績を残しているため、出荷高に関しては、上位5業

種は今後も堅調に推移していくと考えられる。 

 

・2014年は食料品製造業の出荷額が約 100億円増加、輸送用機械器具製造業(557億円)が約 60億円の増加であ

った。また、窯業・土石製品製造業(472億円)が約 80億円の増加で 3位に上昇した。 

 



III-(2)-2.佐野市の工業従業員の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市_従業員数(2012年)                              

単位：人 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

図表：佐野市_従業員数(2013年)       

                             単位：人 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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・2012年は食料品製造業(2829人)の従業員が最も多く、プラスチック製品製造業(1996人)と輸送用機械器具製造業

(1532人)が続き、窯業・土石製品製造業(1063人)と業務用機械器具製造業(1016人)が並ぶ。 

 

・業務用機械器具製造業が 200 人ほど減少した点を除けば、2013 年は 2012 年と順位もかわらず、各業種の従業員数

もほぼ横ばいだった。 



 

 

 

図表：佐野市_従業員数(2014年) 

                             単位：人 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表：cf.栃木県_従業員数(2014年)    

                        単位：人 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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『総評』 

・分析対象の 3年間で、食料品製造業、プラスチック製品製造業、輸送用機械器具製造業、窯業・土石製品製造業、業

務用機械器具製造業の順番は一度も変わらず、従業員数も殆ど変更は無かった。 

・また、業務用機械器具製造業を除けば、出荷高上位 5種と殆ど同じ顔ぶれであった。(業務用機械器具製造業は、

2014年の出荷高は 8位。また、電気機械器具製造業の従業員数は、2014年では 8位である) 

・これらの傾向は県内での他市町でもあまり見られず、上位の業種の安定感が、佐野市の経済を支えていると考えられる。 

 

・2014 年は前年と比べ、業務用機械器具製造業の従業員が 150 人増え、プラスチック製品製造業が 120 人減少した。

それ以外は、2012年、2013年と順位もかわらず、各業種の従業員数もまた、ほぼ横ばいだった。 

 

 



III-(2)-3.佐野市の工業従業員 1人あたりの現金給与支給額の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市_従業員 1人あたりの現金給与支給額(2012年)                  

単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

図表：佐野市_従業員 1人あたりの現金給与支給額(2013年) 

               単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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・2012 年は、化学工業(661 万円)が飛びぬけて高く、それに、はん用機械器具製造業(530 万円)、石油製品・石炭製

品製造業(514万円)、鉄鋼業(488万円)、ゴム製品製造業(487万円)が続いて同水準で並んでいる。 

・2012 年は、化学工業(584 万円)と、はん用機械器具製造業がそれぞれ 80 万円ほど、ゴム製品製造業が 60 万円ほど

減少した。それにより、ゴム製品製造業がランクからはずれ、輸送用機械器具製造業が新たにランクインした。 



 

 

 

図表：佐野市_従業員 1人あたりの現金給与支給額(2014年) 

                   単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表：cf.栃木県_従業員 1人あたりの現金給与支給額(2014年) 

                  単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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『総評』 

・出荷高や従業員数で上位を占めていた食料品製造業、プラスチック製品製造業、窯業・土石製品製造業、業務用機械

器具製造業、電気機械器具製造業が、分析対象の 3 年間で一度も上位にランクインしなかった。業種自体の好調さと、そ

この従業員数の給与支給額は比例しないことを表している。 

しかし、給与支給額はその地域の民間消費に直結するため、市の経済全体的な観点では高い方が望ましい。 

・輸送用機械器具製造業は唯一、1 人あたりの給与支給額でもランクインしているため、出荷高と従業員数と支給額をどの

ように両立しているか、細かく分析する価値があると思われる。 

・2014 年は、化学工業が 30 万円ほど減少し、下降傾向が続いている。いっぽう、鉄鋼業(515 万円)は 2 年連続で増加

している。はん用機械器具製造業(479万円)も 30万円増加し、やや持ち直した。 



III-(2)-4.佐野市の工業粗付加価値額の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市_粗付加価値額(2012年)                              

単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

図表：佐野市_粗付加価値額(2013年) 

                            単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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・2012 年は食料品製造業の 299 億円を超え、頭一つ抜けている。それに、プラスチック製品製造業(172 億円)、輸送用

機械器具製造業(133億円)、窯業・土石製品製造業(113億円)、業務用械器具製造業(86億円)が続く。 

・2013年は食料品製造業が 300億円を超えた。その他、窯業・土石製品製造業(145億円)が前年より 30億円増加し

たほか、電気機械器具製造業(136億円)が 69億円増加させたことで、新たにランクインした。 



 

 

 

図表：佐野市_粗付加価値額(2014年) 

                             単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表：cf.栃木県_粗付加価値額(2014年) 

                  単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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『総評』 

・付加価値額は、出荷高や従業員数と同様の業種が上位にランクインしており、出荷高とは相関関係があり、業界としての

安定感があることを改めて表している。 

・食料品製造業は 2 年間で 70 億円の増加、窯業・土石製品製造業は 132 億円の増加に成功した。もちろん出荷高も

増加しているため、この 2 業種の業界動向や儲けの仕組みを分析し、他の業界へ転用する事は有用な選択肢であると考え

られる。 

 

・2013 年は食料品製造業が約 370 億円になり、堅調に増加した。また、窯業・土石製品製造業(245 億円)が前年より

約 75億円増加した。電気機械器具製造業(117億円)は約 20億円減少したが、まだ 5位に位置している。 



III-(2)-5.佐野市の 1人あたりの工業粗付加価値額の推移 

 

 

 

 

図表：佐野市_1人あたりの粗付加価値額(2012年) 

                   単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

図表：佐野市_1人あたりの粗付加価値額(2013年) 

                   単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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・2012 年は、はん用機械器具製造業(1687 万円)が最も高く、化学工業(1395 万円)、鉄鋼業(1308 万円)、石油製

品・石炭製品製造業(1174万円)、窯業・土石製品製造業(1064万円)が続いている。 

・2013年は、石油製品・石炭製品製造業(2008万円)と電気機械器具製造業(1781万円)が前年より約 900万円増

加し、1位と 2位にランクインした。また、窯業・土石製品製造業(1393万円)も約 300万円増加した。 



 

 

 

図表：佐野市_1人あたりの粗付加価値額(2014年) 

                   単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表：cf.栃木県_1人あたりの粗付加価値額(2014年)         

          単位：万円 

 

出典：経済産業省『工業統計調査』より筆者作成 
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『総評』 

・2014 年の化学工業は前年度より 2500 万円も増加させたが、従業員は 219 人から 215 人に減っただけである。従業

員を減らすことなく、原材料費を減らし、出荷高を大幅に増加させたことが、この結果に繋がっていると考えられ、他の業種のモ

デルケースになり得る。もちろん外部環境による一過性のものである可能性もある為、引き続き注意深く分析を続ける必要が

ある。 

いっぽう、1 人あたりの給与支給額が下がり続けていたため、業績のよさを従業員に還元する方向へ舵を切ることが出来れ

ば、市内の民間消費をより活発にすることが出来るため、そのような業績に連動した振興策も考えられる。 

 

・2014年は、化学工業(4044万円)が一気に 2500万円ほど増加させ、2位に大差をつけて 1位となった。また、窯業・土

石製品製造業(2355万円)も 950万円ほど増加させた。 



IV. 佐野市の第 3次産業等 

IV-(1).佐野市の商業動向 

 

IV-(1)-1.佐野市の年間商業販売額の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の商業年間販売額の推移 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

IV-(1)-2.佐野市の卸売業と小売業の割合 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の年間商業販売額に占める卸売業と小売業の割合 

  
出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

・佐野市の 2014 年の商業の年間商品販売額は 2876 億円で、この 15 年間で順調に伸長している。対 2007 年度で

は、1.4%増加している。いっぽう栃木県は全体的に減少傾向である。対 2007年度では 19.2%も減少しているため、人口

が減少している中、佐野市の商業は健闘しているといえる。 

・佐野市の商業販売額の割合は、卸売業が約 54%に対し、小売業が約 46%である。栃木県では、57%：43%であるた

め、栃木県とほぼ同じ割合である。 



IV-(1)-3.佐野市の商業従業者数の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の商業従業者数の推移 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

 

IV-(1)-4.佐野市の商業従業者 1人当たり年間商品販売額の推移 

 

 

 

 

 

図表：佐野市[左]と栃木県[右]の商業従業者一人当たり年間商品販売額の推移 

  

出典： GD Freak! <http://jp.gdfreak.com/> 2016/9/1 

 

  

・2014 年の従業者数は 8,753 人で、2007 年と比べると、21.6%減少している。いっぽう栃木県の商業従業者数は

126,656人で、2007年と比べると 20.8%減少しているため、減少幅は佐野市の方が高くなっている。 

・2014 年の従業者 1 人当たりの商品販売額は、1997 年以降で最も高く、32 百万円だった。2007 年度と比較しても、

29%増である。いっぽう栃木県は、36 百万円と佐野市よりも高い水準であったが、2007 年度比は 2.0%増であったため、

佐野市は今後も今までと同様の施策を行うことで、県平均を超えていけると考えられる。 



 

IV-(2).佐野市のその他の指標 

 

IV-(2)-1.佐野市の創業比率と黒字赤字企業比率 

 

 

 

 

 

図表：創業比率 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

図表：黒字赤字企業比率 2012年 

 

出典：経済産業省/内閣官房『RESAS』より筆者抜粋 

・2004~2006 年にかけて高かった創業比率が、近年は全国平均を下回るようになってしまった。いっぽうで、黒字企業は全

国平均、栃木県よりもわずかに高い水準を維持している。このことから、堅実な企業経営を行う事業体が多いことが分かる。な

お、今後は創業を支援するような取組みを行い、域内の経済活性化を促すような施策が求められる。 



 

  



V. Appendix(栃木県の情報) 

V-(1).栃木県全体の情報 

 

V-(1)-1.栃木県の主要指標 

 

図表：製造品出荷額の第 1位が栃木県の工業製品一覧 

分類 製造品 
出荷額 

（百万円） 

出荷額（全国） 

（百万円） 
全国順位 

シ ェ ア

（％） 
年 

木材・木製品 木質系プレハブ住宅 4,261 7,795 1位 54.7 H25 

パルプ・紙・紙加工品 絶縁紙、絶縁テープ 1,453 3,054 1位 47.6 H25 

プラスチック製品 
硬質プラスチック発泡製品（厚

板）（厚さ 3mm以上） 
21,030 93,060 1位 22.6 H25 

金属製品 シャッタ 19,673 94,742 1位 20.8 H25 

生産用機械器具 
半導体製造装置の部分品・取

付具・附属品 
39,315 337,340 1位 11.7 H25 

業務用機械器具 

工業用長さ計 8,472 33,750 1位 25.1 H25 

歯科用機械器具、同装置 22,615 64,900 1位 34.8 H25 

カメラ用交換レンズ 108,971 176,628 1位 61.7 H25 

光学レンズ 15,803 79,086 1位 20.0 H25 

その他の製品 
万年筆・シャープペンシル部分

品、ペン先、ペン軸 
713 3,795 1位 18.8 H25 

出典：経済産業省『平成 25年工業統計調査』(とちぎの統計情報) 

 

図表：栃木県の収穫量の全国順位が高い農産物一覧 

品目 収穫量（トン） 収穫量（全国）（トン） 全国順位 シェア（％） 年 

いちご 25,400  164,000 1位 15.5 H26 

二条大麦 35,900 113,000 1位 31.8 H27 

かんぴょう 382 388 1位 98.5 H24 

陸稲 709  2,700  2位 26.3  H27 

にら 11,000  61,400 2位 17.9 H26 

こんにゃくいも  1,790 61,300 2位 2.9 H27 

青刈りとうもろこし 237,200  4,823,000  2位 4.9  H27 



日本なし 20,700  247,300  3位 8.4  H27 

六条大麦 5,480  52,700  4位 10.4 H27 

出典：農林水産省『作物統計』『特定作物統計調査』『地域特産野菜生産状況』(とちぎの統計情報) 

 

品目 栃木県 全国 全国順位 シェア（％） 年 

乳用牛飼育頭数（頭） 53,500 1,371,000 2位 3.9 H27 

生乳生産量（トン） 317,150 7,334,264 2位 4.3 H26 

資料：農林水産省畜産統計(とちぎの統計情報) 

 

品目 出荷量（千本） 出荷量（全国）（千本） 全国順位 シェア（％） 年 

スプレイぎく（切り花） 21,800 241,700 3位 9.0 H26 

資料：農林水産省平成 26年産花き生産出荷統計(とちぎの統計情報) 

 

V-(1)-2.栃木の県民所得 

 

図表：栃木県の主要指標 

 

出典：栃木県『とちぎの統計情報』 

 

図表：一人当たりの県民所得 

 

出典：栃木県『とちぎの統計情報』 



図表：各要素上位県 

 

出典：栃木県『とちぎの統計情報』 

 

図表：産業別労働生産性 

 

出典：栃木県『とちぎの統計情報』 

 

図表：産業別男女別賃金と比率 

 

出典：栃木県『とちぎの指標：経済と労働』 



図表：産業別大分類別従業者の男女比 

 

出典：栃木県『とちぎの指標：経済と労働』 

 

V-(1)-3.栃木の経済状況 

 

図表：県民経済生産の概要 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 

 

 

 

 

 

 

 



図表：経済成長率の推移 

 

出典：栃木県『とちぎの指標：経済と労働』 

 

図表：1人あたりの県民所得の推移 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 

 

図表：1次産業の県内総生産 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 



図表：2次産業の県内総生産 

 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 

 

図表：3次産業の県内総生産 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 

 

 

 

 



図表：県内企業の所得の推移 

 

出典：栃木県『県民経済生産』 

 

V-(1)-4.栃木の市町村民経済計算 

 

図表：市町村内装生産額(名目) 対前年度比 構成比 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 



 

図表：市町村内総生産額 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 

 

図表：経済成長率(対前年度比) 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 



 

図表：市町村別産業構成 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図表：市町村民所得額 対前年度比 構成比 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 

 

図表：市町村民所得対前年度比 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 

 

 



図表：雇用者報酬・企業所得の対前年度比 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 

 

図表：所得の構成 

 

出典：栃木県『平成 25年度 とちぎの市町村民経済計算(概要)』 
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